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1 はじめに

金融市場の動向を予測する研究は古くから行われて

いる。これまで金融市場の動きを予測する研究として、

過去の取引実績の時系列パターンから株価を予測する

テクニカル分析や、財務諸表などから株価を予測する

ファンダメンタル分析が主流であった。これらの手法

はいずれも定量的データを用いた分析である。しかし、

定量的データを用いた分析だけでは予測できない市場

の動きがある。例えば、ある企業の不正会計が発覚し

たとき、その企業の株価は急落する。このような株価

の動きは定量的データの分析だけで予測することはで

きない。そこで、近年テキスト分析を用いて金融市場

の動きを予測する研究が盛んに行われている。テキス

ト分析による金融市場の動向予測において、株価や金

利といった市場データである目的変数が時系列を成す

ように、説明に用いられるテキストも時系列をなして

いる。そのため、新聞などの定期的に発行されるテキ

スト・データは、一種の時系列データであると考えら

れる [1]。
また、近年パターン認識の分野において、近年深層

学習が注目を集めている。深層学習は、画像認識や音

声認識において高い認識精度を発揮しており、テキス

ト分析においても従来手法と比べ高い性能であること

が確認されている [2]。
そこで、本研究では、新聞記事を時系列データと捉

え、テキストの差分に着目した分析を行い、深層学習

を用いて株価が上昇したか下落したかを予測する。本

論文では、従来用いられていたサポートベクターマシ

ンによる結果と比較することで、深層学習を用いた新

聞記事分析による市場動向予測の有効性を確認する。

2 深層学習を用いた時系列テキスト分析によ
る市場動向予測

本論文では、新聞記事を対象とし、深層学習を用い

た時系列テキスト分析によって市場動向を予測する手
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法を提案する。

対象とする新聞記事は、日本経済新聞の見出しとリー

ドとし、市場動向に影響を与えるテキストであると考

えられる予測対象日の前営業日の夕刊から当日の朝刊

を結合したテキストを用いる。

テキスト分析に用いる深層学習は、ニューラルネッ

トワークを多層化したものであり、画像認識や音声認

識で高い認識精度を発揮している。テキスト分析にお

いても従来手法と比べて高い性能であることが確認さ

れている。深層学習への入力は、先行研究 [3]で作成
された特徴量ベクトルのデータをCSV形式に変換した
ものを用いる。深層学習の出力は、予測対象日の日中

の利益率が正または 0のとき (0, 1)、そうでないとき
は (1, 0)とする。新たに予測を行うときは、テキスト
を特徴量ベクトルに変換してニューラルネットワーク

へ入力し、その出力 (o1, o2)を求め、o1 < o2なら利益

率は正になると予測し、そうでないなら負になると予

測する。

3 実験結果と考察

日本経済新聞を対象として、予測対象日の前営業日

の夕刊から予測対象日の営業日の朝刊までを 1つのテ
キストとし、その見出しとリードを用いた。予測対象

は 2014年から 2015年までの東証株価指数 (TOPIX)連
動型上場投資信託 (ETF)とし、予測対象日の寄りから
引けにかけて TOPIX ETFの取引価格が上昇するか下
落するかを予測した。訓練データの期間は予測対象日

の直近過去 5年間とした。
特徴語はテキストの差分に基づいて新出、続出、消滅

の 3つの出現パターンに分類する。分類した特徴語を
出現パターンごとに出現回数をカウントし、50回以上出
現したパターンのみを対象とし、パターンが出現した日

に上昇した割合が 0.55以上または 0.45以下のパターン
を特徴として用いた。深層学習のツールは TensorFlow
を使用した。深層学習のユニット数は、入力層を特徴

語数分のユニット、出力層を 2ユニット、隠れ層は 2層
とし、1層のユニット数を 64ユニットとした。また、
活性化関数には ReLUを用いた。
比較として、朝刊のみを用いたパターン、見出しの

みを用いたパターン、テキストの差分を使わず語が出
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図 1: 予測正解率
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図 2: 深層学習と SVMの比較

現したかどうかを特徴として用いたパターンで予測を

行った。

実験結果を図 1に示す。2014年から 2015年を通し
た全体の予測正解率は、夕刊から朝刊の見出しとリー

ドを用いたパターンが最も高く 72.3%であった。テキ
ストの差分を使わず語が出現したかどうかを特徴とし

て用いたパターンでは、予測正解率が 63.7%となり最
も低くなった。見出しのみを用いたパターンでは予測

正解率が 70.3%となり、朝刊のみを用いたパターンで
は 71.5%となった。提案手法である夕刊から朝刊の見
出しとリードを用いたパターンにおいて、予測正解率

の低かった 2015年においても予測正解率は 59.8%であ
り、予測正解率が 55%以上あれば有用であると考えら
れることから、提案手法は有用であるといえる。

また、テキストの差分を用いなかったパターンでは、

予測正解率が 2014年では 70.9%、2015年では 56.6%と
なり、両方の年で他のパターンに比べて低い結果となっ

た。このことから、テキストの差分を用いることによ

り、より高い精度で予測できることが確認できた。

次に、深層学習を用いた予測で最も予測正解率の高

かった、夕刊から朝刊の見出しとリードを用いたパター

ンの予測正解率と、従来用いられていた SVMでの予
測正解率を比較したグラフを図 2に示す。2014年から
2015年を通した全体の予測正解率が、SVMを用いた
予測では 58.8%であったのに対し、深層学習を用いた
予測の予測正解率は 72.3%となった。また、2014年、
2015年ともに深層学習の予測正解率が SVMの予測正
解率を上回った。これらのことから、深層学習を用い

ることにより SVMよりも高い精度で予測できること
が確認できた。

4 まとめ

本論文では、深層学習を用いた新聞記事分析による

市場動向予測について述べた。日本経済新聞を対象と

して、夕刊から朝刊までを 1つのテキストとし、その
見出しとリードに対して時系列テキスト分析を行い、

TOPIX ETF の取引価格が上昇するか下落するかを予
測した。実験の結果、全体の予測正解率は 72.3%とな
り、予測正解率が低い 2015年においても予測正解率は
59.8%であった。金融の分野では正解率が 55%以上で
あれば有用であると考えられるため、提案手法は有用

であるといえる。
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